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図1 北極振動による気温上昇（田中2013） 
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図2 大気CO2濃度上昇と海洋酸性化（小杉2013） 
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図3 海洋酸性化による生物の石灰殻溶解（国立環境研究所HP） 
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 If Ω is less than 1 (Ω<1), conditions are corrosive (undersaturated) for aragonite-
based shells and skeletons. Coral growth benefits from Ω≥3. 
  By 2100, computer model projections show that Ω will be less than 3 in surface 
waters around tropical reefs if CO2 emissions continue on the current trajectory. 
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地球温暖化の予測 北極海氷の変動（2002 - 7） by Moriyama (JAMSTEC) 
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図5 1998年4月25日の衛星
（SeaWiFS）によるベーリング海にお

ける円石藻（緑色部分）の大規模増
殖画像（GES Disc, NASA） 
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ベーリング海のプランクトンブルーム 

円石藻Emiliania huxleyi 
（ハプト藻類） 
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E. huxleyiの全ゲノム配列解読からパンゲノムの重要性を示唆 

Read et al. 2013 

ゲノムサイズ約142 MBp 
遺伝子数30,569個 

系統(株)間で大きな差がある 

Relative composition of the E. huxleyi genome. 

珪藻類 

11 

ハプト藻類・円石藻 

2014年環境研究シンポジウム（東京） 



2012年 6月 19日独立行政法人海洋研究開発機構 

ベーリング海における近年の植物プランクトン群集の大きな変化 
 
 
地球環境変動領域の原田尚美チームリーダーらは、近年のベーリング海東部陸棚域にお
ける円石藻ブルームの発生について、過去70年にわたる海底堆積物を分析・解析した結果、
1970年代後半を境にその発生が顕著になっていること、さらにその要因は、温暖化の影響
による可能性が高いことを明らかにしました。本成果は、我が国も魚資源を得ている、世界
的にも豊富な水産資源の宝庫として知られるベーリング海において、生態系の底辺を成す
低次生態系群集が昨今の温暖化の影響によって変化していることを明らかにしたものであ
り、近い将来の生物資源環境の変動予測に寄与する事が期待されます。 

Harada et al.: GLOBAL BIOGEOCHEMICAL CYCLES, VOL. 26, GB2036, 13 PP. doi:10.1029/2011GB004177 

2006年MR06-04航海 

SeaWiFs (2000年9月） 
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（共著者として筑波大が一部を分担） 
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ベーリング海北部 

ベーリング海
南部 

円石藻と珪藻の生産率の比が右肩上
がりであることから、円石藻の生産率の
増加が珪藻の生産率の増加を上回って
いるのがわかる。 

Harada et al.: GLOBAL BIOGEOCHEMICAL 
CYCLES, VOL. 26, GB2036, 13 PP. 
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北極海の海氷激減：
海洋生態系へのイン
パクト 
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円石藻の北極海株培養株の確立に成功 
 
（2010(H21)年度）の「みらいMR10-05航海」で
北極海～ベーリング海において採取したE. 
huxleyiをそれぞれ単離し、5株を単藻単離培

養株として確立した（世界初の北極海産円石
藻培養株の確立）。 
 円石藻新規北極株を国立環境研藻類カル
チャーコレクション（文科省ナショナルバイオリ
ソースプロジェクト (NBRP) 中核機関）に寄託。 

衛星AMSR2「しずく」が捉えた北極域の2010年9月
18日の海氷密接度分布（宇宙航空開発機構）。十
字印は2010年の「みらい」航海で円石藻の単離に

成功した海域（筑波大学・JAMSTEC） 



微細藻類における新奇な低温順化・

適応メカニズムと 

北極海産円石藻類がなぜ低温の海で

も成長できるかのメカニズムを 

光合成機構の解析から解明 
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まとめ 
 

・北極海における円石藻・ハプト藻類の増殖拡大は、海氷融解による太陽エネルギーの 
 供給増大や海水温の上昇による可能性が高い。 
・円石藻類は、北極海の環境にうまくて適応している。また、その変動にうまく適応する能 
 力を有する。 
・これらの効果は海洋への一次生産物質の供給を増大させ、従属栄養生物の増加に寄 
 与するポテンシャルを有すると考えられる。 
・しかし、「北極海で何が起きているか？」の問いに総合的に答えることは現時点で 
 はできない。なぜならば、食物連鎖の仕組みの解明と生物量が減少している生物を含 
 め、その他の生物の情報は少ないためである。 
 
「課題」 
・海洋生態系変動の未来予測のためには、北極周辺の気候変動や環境変動の正確な 
 予測と、その影響によりどのように一次生産システムが変化し、食物網に影響を与える 
 か、未来の生物資源生産の変動がどのように誘起されるかの解析が重要である。 
・そのため、現在北極海に生息している生物、最近生育が増大傾向にある生物の生 
 理学的特徴と環境応答メカニズムを解析することが重要である。 
・食物連鎖の仕組みの解明が不可欠である。 
・そして、それらを統合する精度の高い海洋生態系モデルの構築による未来予測が不可 
 欠である。 
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